
重要業績評価指標（KPI）

総合戦略プロジェクト評価

５：その他

説明

　地区防災マニュアル策定を含め、交通安全、防災及び防犯等について、地域、行政及び関係
団体が連携し、町内全域での安全安心なまちづくりを推進していく体制づくりが図られている。
　行政をはじめ、地域の安全力向上に必要な関係団体相互の連携強化を図るため、二宮町安
全安心まちづくり推進協議会の効率的な運営を継続する必要がある。

今後の方向性

来年度に向けての
課題や意見等

　現在の連携体制及び関連活動の維持強化を図りつつ、地区防災マニュアル策定等による全
町的な防災力向上を推進する。
　併せて、関係機関との緊密な連携により、町内全域で安全安心なまちづくりを推進する体制の
強化を図るとともに、地域の安全力の向上のため、見守り活動等を効率的、かつ、継続的に実
施する。

成果や課題
（箇条書き）

・地区長防災研究会とともに検討し、地区防災マニュアル策定の手引き（雛形）を作成した。
・今後は、地区防災マニュアル策定の手引き（雛形）を基に各地区の特性に合わせたマニュア
ル作成が必要となる。

総
合
評
価

1：基本目標の達成に向け、講ずべき施策として良好であるため、引き続き推進する

２：施策の進捗状況は順調であるが、さらなる推進のためには、一部、プロジェクトを改
善する必要がある

３：施策全体を見直す必要がある

４：施策を休止・廃止する

【説明欄】（進捗状況・数値で表せない指標について）
平成28年度は、地区防災マニュアルの策定に向け、手引き（雛形）を作成した。

プロジェクト名 総合評価

地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクト Ⅰ

20地区策定

防災・減災まちづくりに対する
町民の評価（加重平均）

0.42
H28ｱﾝｹｰﾄ

0.52
H29ｱﾝｹｰﾄ

0.50以上

地区防災マニュアルの策定 - 0地区

指標名
実績の推移

目標値 備考
基準値 H28 H29 H30 H31

数値目標
指標名 基準値 目標値

住み続けたいと思う町民の割合 76.50％
（平成27年度アンケート）

79.5%
（平成31年度アンケート）

概要

　大規模な震災をはじめ、台風による高波被害、ゲリラ豪雨による都市型水害等の災害に対応
するため、町民と協力・連携した防災・減災まちづくりの推進を図るとともに、消防・救急活動体
制の強化を図る。
　また、地域による防犯体制の充実や交通安全対策等、安全・安心なまちづくりを推進し、全て
の町民が危険や不安を感じることのないような体制づくりに努める。

　　　　総合戦略施策評価シート（平成28年度実績）　

基本目標 安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

施策 災害や犯罪に備える地域づくり

該当評価にレを

入れてください

【参 考】（総合戦略プロジェクト評価の評価指標／一部抜粋）

Ⅰ：プロジェクトとして良好であるため、引き続き推進する

Ⅱ：一部、事業を改善する必要がある

Ⅲ：プロジェクト全体を見直す必要がある

Ⅳ：プロジェクトを休止・廃止する



３：施策を構成するプロジェクトを含め、施策全体を見直す必要がある

４：施策を休止・廃止する

５：その他[　　　　　]

意見等

　安心なくらしを守り、住み続けられる地域を実現するために、災害や犯罪に備える地域づくりは
重要な施策であることから各種取り組みを推進したところ、ＫＰＩの進捗としては実績に繋がらな
かった指標があるものの、具体的な事業は概ね予定通り進んでおり、目標達成に向け着実に推
進している。
　今後さらに施策を推進するために、持続性のある防災教育、普及啓発のあり方を考慮した上
で、迅速かつ適切な対応ができる地域社会の構築のため、地域の実情に即したマニュアルの作
成及び地域との連携による防災訓練の実施等により、地域、行政及び関係団体が連携し、町全
体の自主的な防災・防犯意識の向上を図る。

２：施策の進捗状況は順調であるが、さらなる推進のためには、一部、プロジェクトを改善する必
要がある

最終評価者　[庁内評価委員会]

1：基本目標の達成に向け、講ずべき施策として良好であるため、引き続き推進する


